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「ときどき雪国」から「ところにより雪国」となっても

日本雪氷学会北信越支部副支部長 富山大学 杉浦 幸之助

気象庁では，大雨や暴風などによって発生する災害の防止・軽減のために，気象注意報や

警報，特別警報を発表しています．注意報は大雨，洪水，大雪，強風，風雪，波浪，高潮，

雷，濃霧，乾燥，なだれ，着氷，着雪，融雪，霜，低温の 16 種類，警報は大雨，洪水，大雪，

暴風，暴風雪，波浪，高潮の 7 種類，特別警報は大雨，大雪，暴風，暴風雪，波浪，高潮の

6 種類に分かれています．この中で，雪氷に関係するものはどれくらいあるか数えてみると，

警報と特別警報はそれぞれ 2 種類ですが，注意報は 9 種類にもおよび，全体の半分近くを占

めていました．雪氷に起因する災害に多くの注意が払われていることがわかります．全国を

対象に注意報と警報，特別警報をあわせた発表回数を調べてみますと，一番多いのは雷注意

報でした．個人的には意外でしたが，確かに北信越では初冬に雷が鳴り響き，鰤おこしとい

う言葉もあります．また雷は雪国ではない地域でも広く発生し，太平洋側では特に夏に多く

発生します．雪や氷が関係する自然現象は雪国だけのものではなく，全国至る所で，また一

年を通じて発生していることになります．このことから，雪国でない非雪国に住んでいる場

合でも，雪氷に関する知識や知恵を身につけておくことは大変重要なことだと改めて認識し

た次第です．

雪がたくさん降る地方に対して，「ときどき雪国」という言葉を使うことがあります．1970

年代に樋口敬二先生が初めて使用された言葉です（樋口，2004：ときどき雪国－回顧と問題

提起－．日本雪氷学会全国大会講演予稿集，https://doi.org/10.14850/jssi.2004.0.186.0）．私の住

む富山市も，近年は冬の積雪が 30 日以上継続しないことがときどきあります（ここ 2 冬期

は大雪でしたが）．気象庁は，将来，北信越では最深積雪が有意に減少し，積雪期間も短くな

ると予測しています．富山も，「ときどき雪国」から，やがて「ところにより雪国」へと移り

変わろうとしています．

北信越は，北アルプスといった日本屈指の山岳域を有しています．ここには氷河があり，

永久凍土があります．雪が降り積もり，雪崩や吹雪が発生し，樹木への着氷や着雪がみられ，

春には融雪していきます．雪粒を手に取ってみると，9 種類の雪質すべてを見つけ出すこと

ができます．残念ながら海氷をみることはできませんが，山岳の湖沼では結氷をみることが

できます．このように北信越では，典型的な雪氷現象のほとんどが生じていることになりま

す．将来，さらに全国的に雪が減るとしても，3,000m 級の山々が連なる北信越の山岳域では，

依然として雪氷現象が絶えず発生すると思われます．北信越が「雪氷現象の宝庫」であるこ

とは，これからも変わらないのではないでしょうか．今も昔も，北信越は雪氷研究者が心を

寄せる地であり，北信越支部は教育研究の発展を醸成する特徴ある支部だと思います．

太平洋側に位置する非雪国の大都市圏からみると，北信越は身近な雪国です．冬には北信

越支部が主催する講演会などに他支部からの参加者がありますし，また，北アルプスでの雪

氷を対象に他支部からの野外教育研究活動も行われています．北信越は，広大な雪氷実験場

としても活用されているので，今後北信越は，雪氷教育研究の観点からもますます重要な地

域となると思います．北信越の良さを十分に引き出せるよう，私も河島支部長，支部会員の

皆さまのご指導をいただきながら，副支部長の役目を果たして参りたいと思っております．
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2022 年度日本雪氷学会北信越支部賞受賞者と授賞理由 

2022 年 4 月 3 日から 18 日までの間，メール審議とリモート会議システム（Zoom）によ

る審議を併用し，2022 年度北信越支部賞受賞候補者選定委員会（上石勲（委員長），飯田

肇，石坂雅昭，上村靖司，オブザーバ：河島克久（支部長））が開催された．推薦された支

部賞候補者から，推薦書ならびに参考資料に基づいて慎重に審議した結果，3 件が受賞候

補に選定された．その後，5 月 13 日から 19 日の 2022 年度第 1 回北信越支部理事・幹事合

同会議（文書審議）で承認された．2022 年度日本雪氷学会北信越支部賞受賞者と授賞理由

は以下のとおりである．

大沼賞：伊藤陽一会員（国立研究開発法人防災科学技術研究所雪氷防災研究センター

主幹研究員）

件 名：雪崩の内部構造とダイナミクス解明に関する研究への貢献

理 由：伊藤陽一氏は，学生時代（1995 年）から雪崩を研究対象とし，北海道大学演習林

の自然斜面を用いた雪崩実験を実施するかたわら，黒部峡谷での雪崩観測やスキージャン

プ台でのピンポン球なだれ実験などにも積極的に参画し，それらの成果をまとめて学位論

文として発表した 1)～5)．その後 2013 年から約 2 年にわたりグルノーブルのフランス国立

環境・農学技術研究所に滞在し，同研究所が実施する人工雪崩実験に参加し，結果の解析

などに従事，成果を掲載した論文は雪崩の内部構造，特に雪煙部の理解に大きく貢献した
6), 7)．近年は，科研費で実施されている一連のニセコでの人工雪崩実験に参加し，計画の立

案から実施，そして取得データの解析に至るすべてのプロセスで中心的な役割を果たして

いる．測定手法や観測機器も黒部峡谷等で行われた内容に加えて，ドローンの導入，地震

計，インフラサウンドマイクロフォンや放射温度計の活用，さらには小型の加速度計を雪

崩とともに流下させるなど，画期的で多岐にわたり，そこで得られた成果は日本で数多く

発生する比較的小規模な雪崩の内部構造や運動プロセスの理解に大きく貢献している 8)．

またこれと併行して雪や粒状体を用いた室内実験をさまざまな条件のもとで実施し，デー

タの詳細な解析から得られた知見は，雪崩の運動モデルに含まれる各種パラメーターの決

定に役立っている 9)．

同氏は，これらの実験・観測に加えて，冬季に国内で発生した雪崩調査にも積極的に参

加し，その発生原因を究明するとともに，得られた知見を講師を務める新潟県や雪氷学会

の雪崩研修会等で活かしている．

なお同氏の研究対象は，雪崩にとどまらず，混相流として雪崩と共通する吹雪，さらに

は積雪構造などにも及び，それらの分野での貢献も特筆される 10), 11)． 

このように，伊藤氏は長年にわたり雪崩の観測及び実験に携わり，多角的で斬新な手法

等も導入しながら複雑で多様な雪崩の内部構造とダイナミズム解明に取り組み，多くの知

見を発出し雪氷学及び雪崩防災に貢献している．以上のことから，大沼賞に相応しい．

主要参考文献

1) K. Nishimura and Y. Ito, Velocity distribution in Snow Avalanches. Journal of Geophysical
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Research, 102(B12), 27,297-27,303, 1997. 

2) K. Nishimura, Y. Nohguchi, Y. Ito, K. Kosugi and K. Izumi, Snow avalanche experiments at ski

jump. Proc. International Conference of "Avalanches and Related Subjects, Kirovsk, Russia,

1996", 49-59, 1997.

3) K. Nishimura, Y. Nohguchi, Y. Ito and J. McElwaine, Size segregation in the granular flow on

inclined chute and plane -Experiments and numerical simulation. Proc. IUTAM symposium on

Segregation in Granular Flows, New Jersey, 1999.

4) S. Keller, Y. Ito and K. Nishimura, Measurements of the velocity distribution in ping-pong ball

avalanches. Annals of Glaciology, 26, 259-264, 1998.

5) 伊藤陽一, 西村浩一, 阿部修, 小杉健二, 和泉 薫, 雪煙を伴う雪の流れの内部構造.

雪氷, 64, 523-532, 2002.

6) E. Thibert, H. Bellot, F. Ravanat, F. Ousse, K. Nishimura, Y. Ito and others, The full-scale

avalanche test-site at Lautaret Pass (French Alps). Cold Regions Science and Technology, 115,

30-41, 2015.

7) Y. Ito, F. Naaim-Bouvet, K. Nishimura, H. Bellot, E. Thibert, X. Ravant and F. Fontaine,

Measurement of snow particle size and velocity in avalanche powder clouds. Journal of

Glaciology, 63, 249-257, doi:10.1017/jpg.2016.130, 2017.

8) K. Nishimura, C. Pérez-Guillén, Y. Ito, S. Yamaguchi, S. Saito, D. Issler and J-T. Fischer,

Studies on the snow avalanche dynamics by the full-scale experiments in Niseko Japan. Proc.

International Snow Science Workshop 2018, Innsbruck, Austria, 50-53, 2018.

9) 森啓輔, 伊藤陽一, 西村浩一, Abani Patra, 連続体モデル TITAN2D を用いた雪崩の運動

のシミュレーション I －室内実験との比較検討－. 雪氷, 80, 277-287, 2018.

10) C. J. Keylock, K. Nishimura, M. Nemoto and Y. Ito, The flow structure in the wake of a fractal

fence and the absence of an“inertial regime”. Environmental Fluid Mechanics, 12, 227-250,

doi:10.1007/s10652-011-9233-0, 2012.

11) K. Nishimura, C. Yokoyama, Y. Ito, M. Nemoto, F. Naaim-Bouvet, H. Bellot and K. Fujita,

Snow particle speeds in drifting snow. Journal of Geophysical Research, Atmos., 119,

doi:10.1002/2014JD021686, 2014.

雪氷奨励賞：勝山祐太会員（国立研究開発法人森林研究・整備機構森林総合研究所十日町

試験地 任期付研究員）

件 名：地球温暖化が積雪に及ぼす影響評価および固体降水粒子の観測研究

理 由：勝山祐太氏は，北海道大学在学中から地球温暖化が積雪に及ぼす影響のシミ

ュレーションと固体降水粒子の観測・解析システムの開発という異なる研究に並行して取

り組み，その双方で顕著な成果を挙げてきた．

勝山氏は，地球温暖化により気候が変化すると，積雪量のみならず雪質など積雪層の物

理特性も変化すること 1)や，積雪への影響には地域差があることを数値モデルによるシミ

ュレーションで示した 2)．元々1 地点での計算を想定された積雪変質モデル SNOWPACK
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に，気候モデルから得た北海道全域の気象データを入力し，広域の積雪推定に適用できる

ことを実測データと比較して確かめた 2)．広域を対象とする場合，積雪変質モデルの計算

に膨大な時間がかかるが，計算方法を工夫することでこの問題も克服した．こうして地球

温暖化が積雪に及ぼす影響を北海道全域について予測することに成功し 2)，研究成果は

IPCC の報告書にも引用された 1)． 

同氏はまた，固体降水粒子を連続撮影して粒径と落下速度の分布を観測する装置（ボリ

ュームスキャン型のディスドロメーター）をカメラや最新の通信制御機器を組み合わせて

独力で製作し，観測データの解析ソフトウェアまで自ら開発した 3)．これを用いて，広く

普及しているフラックススキャン型ディスドロメーター（2DVD）と比較観測し，２DVD

で生じる観測誤差の要因を明らかにするとともに，ボリュームスキャン型では落下速度の

観測値が改善されることを示した．さらに，粒径－落下速度分布を最適な混合確率分布で

表す画期的な解析手法を示し 4)，今後の研究発展につながる成果を挙げた．2020 年からは，

森林総合研究所の研究員として，日本の積雪地域における雪崩発生リスクに対する地球温

暖化の影響を予測する新たな研究に取り組んでいる 5)． 

以上のように，勝山氏は数値モデルのシミュレーション，観測機器や解析ソフトウェア

の開発，野外観測において多才な能力を発揮してきており，今後さらに新たな手法で雪氷

学研究を発展させることを大いに期待できることから，雪氷奨励賞に相応しい．

主要参考文献

1) Katsuyama Y, Inatsu M, Nakamura K and Matoba S (2017) Global warming response of

snowpack at mountain range in northern Japan estimated using multiple dynamically

downscaled data. Cold Reg. Sci. Technol. 136, 62-71. (doi: 10.1016/j.coldregions.2017.01.006)

2) Katsuyama Y, Inatsu M and Shirakawa T (2020) Response of snowpack to +2°C global warming

in Hokkaido, Japan. J. Glaciol. 66(255), 83-96. (doi: 10.1017/jog.2019.85)

3) Katsuyama Y and Inatsu M (2020) Fitting precipitation particle size-velocity data to mixed joint

probability density function with an expectation maximization algorithm. J. Atmos. Oceanic

Technol., 37, 911-925. (doi: 10.1175/JTECH-D-19-0150.1)

4) Katsuyama Y and Inatsu M (2021) Advantage of volume scanning video disdrometer in solid-

precipitation observation. SOLA, 17, 35-40. (doi: 10.2151/sola.2021-006)

5) Katsuyama Y, Katsushima T and Takeuchi Y (2022) Estimation of natural dry snow avalanche

potential in a global warming climate over northern Japan using large ensemble climate

simulations. J. Glaciol. in rivision.

雪氷功労賞：佐藤和秀会員（長岡工業高等専門学校 名誉教授）

件   名：長年にわたる雪氷研究と支部活動への貢献

理   由：佐藤和秀氏は，1987 年から長岡市を拠点として降水・積雪中の化学成分の継

続観測を行うとともに，新潟県中越地域の積雪中の化学物質の挙動に関する調査研究を実

施してきた．その結果，夏期の一時期を除き年間を通して降水は酸性であること，特に冬
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期は酸性度が高くイオン濃度も高いこと，北陸平野部では冬期全体を通して Acid Shock が

北欧などに比べて起こりにくいことなどを明らかにした．その一方で，佐藤氏は，南極観

測隊（越冬）に 2 回参加するとともに，1970 年代から，南極氷床・東クイーンモードラン

ド地域における表層積雪の 10 m 深雪温，積雪量，積雪の酸素同位体組成の広域分布および

経年変動などの研究を進め，南極氷床の気候－雪氷システムについて新しい知見をもたら

す卓越した研究成果をあげている．これらの研究成果により佐藤氏は 2001 年度日本雪氷

学会学術賞，2007 年度日本雪氷学会北信越支部大沼賞を受賞している． 

支部活動の面では，支部幹事（1988～1994 年度），支部理事（1995～2010 年度），支部監

事（2011～2014 年度），支部評議員（2015～現在）を務めており，北信越支部創立時から今

日に至るまで長年にわたって支部の円滑な運営と発展に貢献した．

さらに，長岡工業高等専門学校において長年教鞭を執り，雪氷関係分野へ進む学生の育

成にも大きく貢献してきた．

以上のように，佐藤和秀氏の雪氷学への学術的貢献及び北信越支部活動に果たした貢献

は多大なものであり，雪氷功労賞に相応しい．

主要参考文献

1) Satow, K., 1985: Variability of surface mass balance in the Mizuho plateau, Antarctica. Mem.

Natl. Inst. Polar Res., Spec. Issue, 39, 132-140.

2) Satow, K. and Watanabe, O., 1990: Net accumulation and oxygen isotope composition of snow

on Mizuho Plateau, Antarctica. Ann. Glaciol., 6, 300-302.

3) Satow, K. and Watanabe, O., 1992: Distribution of mean δ18O values of surface snow layers and

their dependence on air temperature in Enderby Land-East Queen Maud Land, Antarctica. Polar

Meteorology and Glaciology, 5, 120-127.

4) Satow, K., Watanabe, O., Shoji, H. and Motoyama, H., 1999: The relationship among

accumulation rate, stable isotope ratio and surface temperature on the plateau of East Dronning
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大沼賞を受賞して

防災科学技術研究所雪氷防災研究センター 伊藤 陽一

大沼さんに初めてお会いしたのは，まだ修士課程の学生の頃（1995-96 年），長岡の防災

科研を訪問したついでに雪形関係の集会に参加し，その後の宴会にも誘われたときだった

と思います．そのときは恥ずかしながら大沼さんの功績をまったく知らない若輩者でした

が，「私は雪氷学会のシーラカンスです・・・」と自己紹介されながら話しかけていただい

たことを今でも覚えています．その後，積雪観測でよく使っていた神室型スノーサンプラ

の開発者でいらっしゃることなどを知り，その業績だけでなく何も知らない学生にも気さ

くに接していただいた様子など，あらためて敬服いたしました．まだまだ至らない点が多

い私がお名前のついた賞をいただくのは早い気もしますが，賞に恥じないように今後も努

力していきたいと思います．

 私は大沼さんと違い登山やスキーなど初心者の状態で雪氷学の世界に入りましたが，北

大低温研での指導教員の西村さんをはじめ，いろいろな方々から観測や実験技術だけでな

く雪山での生活やスキーの滑り方まで教えていただきました．修士に入ったばかりの 5 月

に山スキーで行ったヒサゴ沼雪渓調査，大原鉄工所の雪上車で往復した問寒別の雪崩観測

小屋，黒部の山奥でたった 1 人で過ごした雪崩観測，スキージャンプ台に最大 55 万個の

ピンポン球を流した模擬なだれ実験，フランスでの人工雪崩実験や吹雪観測など，とても

1 人だけではできないことばかりで，いろいろな方からサポートされながら研究を続ける

ことができました．これらの貴重な経験が今回の受賞につながったと思われ，ご協力いた

だいた方々にあらためて感謝申し上げます．ただし，札幌から問寒別への道中，国稀で知

られる増毛の酒蔵に寄った際，大吟醸など何種類もの酒を学生だけでさんざん試飲しその

後の車中で運転手の西村さん以外眠りこけてしまうなど，ご迷惑をかけてしまったことも

多々ありましたので，お詫びも申し上げます．

長らく雪氷の観測をしていても，まだわからないことが多くあります．2022 年 2 月に糸

魚川市で発生した雪崩災害の現場では，雪崩の本流から細い支流が枝分かれした後，円弧

状に屈曲して本流と再度合流するような不思議な流動の痕跡が残っていました．まだまだ

雪崩の運動には不明な点が多く，今後も観測や実験を続ける必要があることを痛感してい

ます．

 また，最近はニセコアンヌプリ周辺で吹きだまりやそれに起因する雪崩の観測を行って

いますが，ただ単に自然現象を観測するだけでなく，スキー場関係者など現場の方々との

交流を通じて研究成果をスキー場の安全管理などに生かすことが重要だと感じるようにな

りました．自然も人間もなかなか思いどおりには行かないことが多いですが，引き続きい

ろいろな方のご協力を得ながら観測・実験を続けていきたいと思います．
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雪氷奨励賞を受賞して

森林総合研究所十日町試験地 勝山 祐太

 このたびは，日本雪氷学会北信越支部「雪氷奨励賞」をいただきまして，誠にありがと

うございます．選考委員の方々や研究にご協力いただいた多くの方々に深く感謝いたしま

す．

 今回受賞対象となった「地球温暖化が積雪に及ぼす影響評価および固体降水粒子の観測

研究」は，私が北海道大学大学院理学院の海洋気候物理学研究室（修士課程）と気象学研

究室（博士課程），および，現在の所属する森林総合研究所十日町試験地に在籍中に行われ

た研究です．これらには，私のこれまでの研究生活で行ってきた一連の研究のほとんどす

べてを含みます．研究内容は，気候モデルと積雪変質モデルを用いた数値実験的なものか

ら，気象観測装置の開発やその観測データを解析するための手法開発といった観測的研究

まで多岐にわたります．

 地球温暖化が積雪に及ぼす影響評価に関する研究では，気候モデルによる大規模な数値

実験の結果を用いて積雪変質モデル SNOWPACK の緻密な積雪計算を広範囲で行うという

ことをしました．このような数値実験を行うにあたり，1 地点での計算を想定して開発さ

れた SNOWPACK モデルは，そのままでは大規模な数値実験に耐えられるような高速計算

性を持ち合わせていないということが問題となります．そこで，まずは並列化の容易なマ

ルチスレッド方式による SNOWPACK モデルの並列化を行い，北海道の広範囲で積雪の温

暖化影響評価を行いました．この温暖化影響評価の一部は，気候変動に関する政府間パネ

ルの特別報告書にも引用され，広く評価していただけました．現在では，SNOWPACK モ

デルをスーパーコンピューターでも効率的に実行可能なものとするために，Message

Passing Interface を使った並列化を行い，より大規模な数値実験に SNOWPACK モデルを利

用できるように改良しています．

 積雪モデルを使った研究と並行して，固体降水粒子の観測的研究も行ってきました．こ

の研究では，降雪粒子の粒径・落下速度を自動計測する気象測器（ディスドロメーター）

を作成しました．現在，一般に普及しているディスドロメーターは，レーザーシートを通

過する粒子をカウントするもので，直接観測しているものは粒子のフラックスです（フラ

ックススキャン型）．一方で，私の作成したディスドロメーターは，ビデオカメラで撮像さ

れた空中に存在する粒子の個数をカウントしており，単位体積あたりの粒子数を直接観測

するものです（ボリュームスキャン型）．この直接観測しているものの違いに起因して，気

象学で一般的な粒径分布を求める際には，ボリュームスキャン型の方が有利であることを

理論的な観点と観測データの双方から明らかにしました．

また，ディスドロメーターを使った観測データの解析手法についても未だ課題山積です．

特に，降雪を対象とすると，複数種類の雪粒子が様々な粒径・落下速度をもって落下して

くることが頻繁にあります．しかし，現行の解析手法では，一種類の降雪粒子のみが観測

された場合にのみ適用可能というもので，観測データの解析を今後進めていくにあたり大

きな障害となります．そこで，粒径・落下速度分布を混合確率密度関数で表すというこれ
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までにないアイデアを導入しました．導入した確率密度関数は，粒径分布としてガンマ分

布を，落下速度分布としてガウス分布を用いて，それらの同時確率分布を混合要素とする

混合確率密度関数としました．この混合確率密度関数を実際の観測データと合うようにパ

ラメータ推定を行うことで，複数種の降雪粒子が同時に観測されたデータであっても解析

を行うことが可能となりました．

 以上のような成果をこれまで得ることができていますが，いずれの研究についてもまだ

まだ発展途上のものばかりです．やらなければならない課題は山積みであり，これまでの

研究を今後も発展させていくつもりです．また，私のこれまでの研究はその範囲が非常に

広いということが大きな特徴ではないかと思います．このような広範な研究で培った経験

を活かし，今後も様々な課題に取り組んでいきたいと思います．
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雪氷功労賞を受賞して

長岡工業高等専門学校 名誉教授 佐藤 和秀

 「佐藤さんの（こうろうしょう）の（ろう）は（老）ですから」と河島支部長から言わ

れ，妙に納得した．

コロナ禍もあり学会の発表会にもご無沙汰し，学会関係のメールはチラチラ目を通すく

らいだった．5 月半ばすぎ，支部賞が 3 氏に決まったと支部からのメールを見るも，苗字

だけの佐藤なのでどこの佐藤さんだろうくらいに思っていた．私には関係ないと思ってい

たので，河島支部長から電話がきて驚いた次第．支部に功労した思いはさらさらなく，私

以上の支部貢献をされた方は沢山おられる．辞退するつもりだったが，（老）と言われ，い

ただくことにした．

 いろいろな世界を知りたくて「何でも見てやろう」（小田実著）精神で過ごしてきた．氷

河・氷河期が知りたかった．関西では，雪の研究はできないと思っていたら，ヒマラヤ観

測が始まった．関西で 12 年間も過ごす．最後は新潟の雪もやりたいが，世界中の雪を見な

ければと考えた．

幸い，第 15 次南極観測越冬隊に参加することができた．化学分析に採取を依頼された 1

個の雪サンプルは 1 m3 の量，雪上車の通り道から風上に 30-50 m 入り，息を止めてサンプ

ルして欲しいと言うものであった．それが現在では，10 cm3 の量でも何種類もの化学成分

が抽出できる．2 回の南極観測越冬隊では数えきれないくらいのピットを掘り，断面観測，

積雪サンプリングを行った．その後，ヒマラヤの氷河観測にも参加したが，物理解析にも

化学を取り入れる時代を感じていた．

その頃，雪の酸素同位体比と温度の関係から，南極氷床の温度分布の観測調査が始まっ

ていた．参加した 15 次隊，22 次隊でも精力的に広域の積雪サンプルを採取した．これら

をまとめて，南極氷床・東クイーンモードランド地域の平均気温分布，そして積雪量と酸

素同位体比との関係から，雪氷コアから過去の積雪量の変動も推定できることを提案でき

たことは幸いであった．

 積雪を理解するためには積雪の変態が重要だと研究を始めたが，変態モデルの数学は難

しかった．そして，南極の雪と日本の雪の酸素同位体比の大きな差を利用して，実験室で

温度勾配による積雪の変態実験を思い立った．定量的まで詳しくできなかったが，定性的

な変態説明ができた．

ヒマラヤでは，氷河の涵養，消耗の観測やいろいろな大小の氷河の比較観測を行った．

南極氷床との大きな違いを身をもって感じる．氷河のすぐ近くに人間の生活が営まれてい

た．まさに氷河時代に生きている人間社会を実感することができた．標準氷河として観測

を行った氷河はその後も観測が続けられ，ゴア前副大統領のドキュメンタリー映画『不都

合な真実』で地球温暖化の例として引用される．

1977 年に長岡高専に赴任して，雪国の教育研究施設として低温室を設置できたことは大

きな出来事だった．卒業研究も雪が中心になり，積雪の圧縮実験，積雪の変態実験，屋根

材の滑り摩擦係数測定実験，混気ジェットポンプによる雪輸送実験などを行う．東京ドー
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ムと同じ膜構造施設が雪国でも建設され始め，大手の建設会社の依頼で，いろいろな形の

膜構造屋根と雪の積もり方などの観測を行った．

 酸性雨が問題になる頃，日本海側の観測が少ないことから，長岡の冬季の雪の化学分析

を始める．かなりの酸性雪に驚いた．継続的に卒業研究で行うことにした．北陸・東北の

雨，雪の情報を求め，隣県まで学生とサンプリングに出かけた．日本の風上にあたる中国

まで足を伸ばすこともできた．今でも，驚いたことがある．ある県の酸性雨の資料提供を

お願いしたところ，断られたことがあった．丸秘資料とのことである．丸秘資料について，

以下のことも今では思い出である．

1986 年，新潟県能生町にある権現岳（標高 1,104 m）の頂上直下 850 m 付近から発生し

た雪崩が，ふもとにある柵口地区を襲い，13 人が死亡した．直ちに駆けつけ，雪崩跡でピ

ットによる断面観測を行った．全国から関連の多くの組織の人が来てピットを掘り始めた．

すぐ近くで知り合いの Y さんがいたので，あまりに近いので，お互いに後でデータ交換を

約束して，少し離れた所で観測を行った．後に Y さんの研究所に行って驚く．Y さんの雪

崩データシートに赤い丸秘の印が押してある．と言うわけで，交換できないと Y さんは申

し訳なさそうに言われた．

 もう一つの話．長岡高専と姉妹校になった中国黒竜江省ハルビンにある黒竜江水利専科

学校との共同研究で 10 冬季ほど，黒竜江省をジープで雪氷災害の調査観測と雪氷サンプ

リングに飛び回った．行く先々の気象データの提供をお願いし，最初はなんでも手に入っ

たが，後年になると，数字と文字の 1 文字毎に 1 元を要求され，びっくりした．最後は拒

否される．専科学校の先生もどうしょうもなかった．確かに，費用がかかるのはわかるが，

気象データは国の丸秘資料という認識があったのだった．

 送電線が雪で倒壊した時のデータを求めた時も拒否された．これは当該会社の管理面が

問題となるためだろうか．こちらは純粋に積雪との科学的解明を求めているのだが．

高専教育は 6・3・3・4 制の学校教育からもユニークである．大学などと比べ，1 教官の

授業時間は多く，研究時間は少ない．研究費も少ない．しかし，大学と同等の研究を要求

される．赴任した頃，悩んで，ある大学にいる方にぶちまけた．そうしたら，自分は教授

の言われる研究しかできない．それで夏休みに妻子を実家に帰らせ，その時，好きな研究

をやっている．高専だって，午後 5 時以降は自由でしょう，と．そして，大学で 1 年でや

る研究は，高専では 2-5 年かけてやろう．また，高専でしかできないテーマを考えよう．

と居直った．雪渓の観測，越後平野の積雪分布観測，酸性降水の通年観測などを行った．

1 年間少ししかない卒研学生の研究に，かなり無理強いを要求したこともあったが，よく

耐えてくれた学生が多かった．

数ページの予算計画案で数千万円の予算が取れたという N さんに高専の実情を話した

ら，こちらはお金があっても人が足りない．人件費は年間一人数百万円にもなる．学生が

沢山いるのは羨ましいと逆に言われる．

高専にきた最初の頃は，学会には高速バスで参加を試みたが，何も発表しない学会参加

は辛かった．その後，若手向けの 50 万円の文部省科研費が通り，徐々に正循環のように，

科研費ももらえるようになり，研究が少しはできるようになった．

 水試料の化学分析できる高価なイオンクロマトも購入できた．しかし，定年退職間近で

少し遅過ぎた．低温室に保管していた南極，アラスカ，中国黒竜江省などの大量の雪サン
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プルのポリビンは大半を破棄することになる．凍傷になりながらサンプリングした観測当

時を思い出し，辛いものがあった．

 長岡に赴任する前後，雪関係で新潟県には（敬称省略）中村勉・木村忠二（雪害研），中

俣三郎・津端一郎（新潟大），大沼匡之（北陸農試），丸山久一（国鉄），高橋喜平・渡辺成

雄（林業試験場十日町試験地），土屋雷蔵（北陸建設弘済会），阿部勉（関越ロードメンテ

ナンス），荘田幹夫（鉄道技研）の現役や，退職された錚々たる方達がおられた．時々の雪

氷に関する会合があり，これらの方のありし日の光景を思い出す．その後，長岡技大がで

き，梅村晃由氏，早川典生氏が参加される．また新潟大の中俣三郎氏のあと，小林俊一氏

が，十日町試験地には遠藤八十一氏が赴任される．

1987 年 9 月に北信越支部が設立され，学会として活動が始まった．1988 年の 2 月には

「積雪観測法」の講習会が長岡高専で行われた．その後，山古志や雪害研（雪氷防災研）

などで行われるようになる．

 「老」にこじつけて，だいぶ昔話の駄文が続いてしまった．老婆心ながら，若い人に蛇

足を一言．

●研究テーマは，過去の文献に沢山見つけることができる．観測機材や計測器の進化で以

前には測定できなかったデータを観測できるようになったテーマも多い．

●他分野の研究も非常に参考になる．例えば解析手法など，雪氷関係に応用すると新たな

展開もできることがある．

●同じテーマでも，雪氷を含む地球科学は時間変化も重要で，その時のその場所でしか得

られない観測値を記録することも大切である．昔行われた観測を現在行うとまた新しい知

見に繋がることもある．

●研究発表会や，各種会合に積極的に参加する．生身のコミュニュケーションから研究の

みでなく，多くのヒントが得られる．

 南極始め，多くの雪を見てきたが，日本の雪，とりわけ長岡など本州の平地の雪が一番

むずかしい厄介な雪であることがわかる．当たり前だが，鉄で言えば，真っ赤な溶鉱炉の

鉄と同じ，融点の状態にある．その融点状態の物理変数を見極めて，いろいろな観測実験

をやるのだから，変数に幅があれば，結果も大きな幅を持ってしまう．これもよく言われ

ることだが，ミクロの目とマクロの目で現象を見ることが肝要となるのだろう．

 これまで一人で行ってきたような文章になってしまったが，大学時代の指導教官の中島

暢太郎先生はじめ，多くの先達，同輩，後輩の方々，調査観測地で出会った人達，そして

家族等の温かい励ましと支援のもと，元気をいただき今日まで実に多くのことを経験させ

ていただいたことを痛感する．名前を述べてお礼を申し上げたいところだが，数ページに

もなりそうなので伏して，心から感謝したいと思います．

功労賞の推薦申請をしていただいた方，選考委員の皆様に御礼申し上げます．
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公益社団法人日本雪氷学会北信越支部賞受賞者

1993 年度 雪氷技術賞：田村 盛彰

大 沼 賞：五十嵐 高志

1994 年度 大 沼 賞：大関 義男，新潟県中山間地農業技術センター気象観測チーム

雪氷功労賞：阿部 勉

1995 年度 雪氷技術賞：村本 健一郎，椎名 徹，（株）インテック，ソーラーシステム（株）

（代表：湯本 喜久雄），農事組合法人グリーンファーム（代表：橘 守）

大 沼 賞：須藤 伊佐夫，遠藤 徹

雪氷功労賞：高瀬 信忠

1996 年度 大 沼 賞：北原 拓夫，小林 俊市

雪氷功労賞：古川 征夫

1997 年度 大 沼 賞：和泉 薫，納口 恭明

雪氷功労賞：遠藤 治郎，鈴木 哲

1998 年度 雪氷技術賞：対馬 勝年，木内 敏裕

大 沼 賞：河島 克久

雪氷功労賞：和田 惇，国際雪形研究会

1999 年度 大 沼 賞：町田 誠，清水 増治郎，上村 靖司

雪氷功労賞：新宮 璋一

2000 年度 雪氷技術賞：福井県雪対策・建設技術研究所雪対策研究グループ（代表：杉森 正

義，研究推進者：宮本 重信他）

大 沼 賞：石坂 雅昭

雪氷功労賞：中村 勉，梅村 晃由

2001 年度 雪氷技術賞：石丸 民之永

大 沼 賞：上石 勲，立山積雪研究会（代表：川田 邦夫）

雪氷功労賞：小林 詢，神田 健三

2002 年度 大 沼 賞：竹井 巌，佐藤 国雄

雪氷功労賞：河田 脩二，山田 穣

2003 年度 雪氷技術賞：山田 忠幸

大 沼 賞：横山 宏太郎

雪氷功労賞：早川 典生

2004 年度 大 沼 賞：熊倉 俊郎，中井 専人

雪氷功労賞：小林 俊一

2005 年度 大 沼 賞：小南 靖弘

雪氷功労賞：前田 博司

2006 年度 雪氷技術賞：松田 正宏

大 沼 賞：竹内 由香里，松井 富栄

雪氷功労賞：遠藤 八十一
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2007 年度 雪氷技術賞：貴堂 靖昭，村井 昭夫

大 沼 賞：若林 隆三，佐藤 和秀

雪氷功労賞：福嶋 祐介

2008 年度 雪氷技術賞：宮崎 伸夫

大 沼 賞：庭野 昭二

雪氷功労賞：対馬 勝年

2009 年度 雪氷技術賞：高田 英治

大 沼 賞：鈴木牧之記念館

雪氷功労賞：川田 邦夫，横山 宏太郎

2010 年度 大 沼 賞：飯田 肇

雪氷奨励賞：山口 悟，渡辺 幸一

雪氷功労賞：杉森 正義

2011 年度 雪氷技術賞：（株）大原鉄工所雪上車グループ

大 沼 賞：樋口 敬義

雪氷奨励賞：平島 寛行

2012 年度 雪氷技術賞：加藤 務

大 沼 賞：（社）新潟県融雪技術協会

雪氷奨励賞：伊豫部 勉

雪氷功労賞：佐藤 篤司

2013 年度 雪氷技術賞：越後雪かき道場

大 沼 賞：本田 明治

雪氷功労賞：丸山 敏介

2014 年度 雪氷技術賞：大川 滋

雪氷奨励賞：池田 慎二，福井 幸太郎

2015 年度 雪氷技術賞：安達 聖

大 沼 賞：島田 亙

雪氷奨励賞：佐々木 明彦

2016 年度 大 沼 賞：松元 高峰

雪氷奨励賞：勝島 隆史

2017 年度 大 沼 賞：藤野 丈志

2018 年度 大 沼 賞：本吉 弘岐

雪氷功労賞：和泉 薫

2019 年度 雪氷功労賞：鈴木 啓助

2020 年度 雪氷奨励賞：山下 克也

2021 年度 大 沼 賞：鈴木 博人

雪氷奨励賞：新屋 啓文

雪氷功労賞：石坂 雅昭

2022 年度 大 沼 賞：伊藤 陽一

雪氷奨励賞：勝山 祐太

雪氷功労賞：佐藤 和秀
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2022 年度（公社）日本雪氷学会北信越支部 

総会・授賞式・研究発表会

2022 年 6 月 4 日（土） 

アオーレ長岡内協働ルームおよび

オンラインによるハイブリッド開催



2022 年度（公社）日本雪氷学会北信越支部 
総会および研究発表会・製品発表検討会

日 時：2022 年 6 月 4 日（土）9:30〜17:00 

場 所：アオーレ長岡内協働ルーム（長岡市大手通 1-4-10 シティホールプラザアオーレ 

長岡 西棟 3 階）およびオンラインによるハイブリッド開催 

次 第：

ハイブリッド開催形式の説明 9:30～9:45 

研究発表会 9:45～12:00 

総 会 13:15～14:00 

支部賞授賞式 14:00～14:15 

大 沼 賞：伊藤 陽一 氏

件 名：雪崩の内部構造とダイナミクス解明に関する研究への貢献

雪氷奨励賞：勝山 祐太 氏

件 名：地球温暖化が積雪に及ぼす影響評価および固体降水粒子の観測研究

雪氷功労賞：佐藤 和秀 氏

件 名：長年にわたる雪氷研究と支部活動への貢献

研究発表会 14:30～17:00 

研究発表会プログラム 

Ⅰ 雪崩・積雪分布・積雪の構造（9:45-10:45） 座長：伊藤陽一（防災科研）

1. 妙高山域の幕ノ沢において 2022 年 2 月 21 日に発生した乾雪表層雪崩

◯竹内由香里・勝山祐太・勝島隆史・大澤光（森林総研）・安達聖（防災科研）

2. 2022 年 3 月に新潟県糸魚川市島道で発生した雪崩の発生状況（速報）

○上石勲・中村一樹（防災科研）・町田敬（町田建設）・伊藤陽一・本吉弘岐（防

災科研）

3. 灌木の抵抗力を考慮した全層雪崩の発生に対する積雪安定度の評価手法の開発

〇勝島隆史（森林総研）・松元高峰（新潟大）・小田憲一（日本大）・宮下彩奈・勝

山祐太（森林総研）・河島克久（新潟大）・竹内由香里（森林総研）

4. 岐阜県白川村野谷荘司山の雪崩発生区における積雪深分布の計測

〇勝山祐太（森林総研）・安達聖（防災科研）・勝島隆史・竹内由香里（森林総研）

5. マルチライシメータの枠が積雪構造および側方流発生に与える影響

○平島寛行・本吉弘岐・山口悟（防災科研）・大澤光（森林総研）

Ⅱ 教育・普及・交通（11:00-12:00） 座長：上石勲（防災科研）

6. 「一枚の写真」WS による災害対応力向上効果

安孫周・〇元木裕登・杉原幸信・上村靖司・永田力也・吉澤厚文（長岡技大）

7. 道路除排雪に対する住民の要望・苦情のテキストマイニング分析

〇石川大貴・田中章喜・上村靖司・杉原幸信（長岡技大）
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8. 積雪が車両走行に影響を与える走行評価

〇覺道由郎（長岡技大）・上石勲・中村一樹（防災科研）・熊倉俊郎（長岡技大）

9. 除雪作業員巡回記録による雪堤崩壊現象の分析

芝﨑智貴・〇渡邉香歩（長岡技大）・鶴見竜也・岩﨑伸一（ネクスコ・エンジニア

リング新潟）・杉原幸信・上村靖司（長岡技大）

10. 雪堤の力学的特性の基礎的評価－雪単層，および雪層境界面のせん断強度に与え

る各種因子の影響－

○本間翔大・河田剛毅（長岡高専）・永井悠都・上村靖司・杉原幸信（長岡技大）・

町田敬（町田建設）

Ⅲ 融雪・計測・吹雪・建築（14:30-15:30） 座長：松元高峰（新潟大）

11. 融雪シミュレーションによる散水融雪装置の最適制御方法の検討

BATBAYAR LKHAGVACHULUUN・〇田中日菜・BAASANDORJ MUNGUNTUUL・

杉原幸信・上村靖司（長岡技大）

12. ディグリー・デー法と季節予報を用いた消雪日予測方法の確立

瀬田川真也・〇河島克久・丸山ひかる（新潟大）・竹内由香里（森林総研）・平島

寛行（防災科研）・本谷研（秋田大）・佐野浩彬（防災科研）

13. 低温風洞装置を用いた各種環境下における超音波積雪深計の性能評価

○杉浦幸之助（富山大）・佐藤研吾（防災科研）・平沢尚彦（極地研）

14. UAV-SfM 写真測量および LiDAR によるフェンス周辺の吹きだまり観測

○新屋啓文（新潟大）・大宮哲（寒地土研）・砂子宗次朗（防災科研）・西村浩一（名

大）・大風翼（東工大）

15. 風による屋根雪偏分布の数値流体シミュレーション予測－Dynamic meshの適用－

○富永禎秀（新潟工大）

Ⅳ 降雪・利雪・克雪・その他（15:45-17:00） 座長：本吉弘岐（防災科研）

16. 北陸平野部における集中降雪の現象論

○石坂雅昭（防災科研客員）・本吉弘岐・山下克也・中井専人・山口悟（防災科研）・

橋本明弘（気象研）

17. 北信越地方の冬季レーダー降水分布画像に対する機械学習を用いた分類

○中井専人（防災科研）・熊倉俊郎（長岡技大）・上石勲（防災科研）

18. 上空で測定されたレーダー降水量と 3 次元風速場を用いた地上到達固体降水量の

推定と検証

○熊倉俊郎（長岡技大）・古橋知季（西日本高速道路メンテナンス関西）・中島大

岳・早野真理子（古野電気）・本吉弘岐・中井専人（防災科研）

19. 汎用レーザー距離計による消雪施設制御実験

○藤野丈志・中村大輔・五十石浩介（興和）

20. 凝縮潜熱を考慮した可搬型雪冷房装置の冷房能力の定量的評価

青柳大輔・〇田中光太・丸山翔生・杉原幸信・上村靖司（長岡技大）

21. 高電圧パルス印加による初晶形成促進

吉田匡貴・〇岡本忠次・藤崎颯太・杉原幸信・上村靖司（長岡技大）
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4 11
Garmin GPS
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UAV
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1) 2022
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2020-21

1 Katsushima et al.,2009; Ikeda et 

al.,2014

Stability Index SI
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2021

2021/2/9
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12

2/11
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1

SI

1

SI=1.5

SItree 1 2

2 2/13 SItree 1.5

SItree SI

Katsushima, T., Kumakura, T. and Takeuchi, Y. (2009): A

multiple snow layer model including a parameterization of 

vertical water channel process in snowpack. Cold Reg. Sci. 
and Technol., 59, 143-151.

Ikeda, S., Katsushima, T., Matsushita, H., Ito, Y., Takeuchi, Y. 

and Akiyama, K. (2014): Comparison of snowpack on a 

slope and on flat land focusing on the effects of water 

infiltration, Cold Reg. Sci. and Technol., 108, 91-97.

2021

(2021 - )

144
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temperature science  Series A  Physical sciences  24: 91-109
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2021 年度日本雪氷学会北信越支部事業報告 

1. 研究発表会

2021 年度北信越支部研究発表会・製品発表検討会（2021 年度日本雪氷学会北信越支部大会）

日 時：2021 年 6 月 5 日（土）9:00〜17:10 

場 所：オンライン開催（Zoom） 

参加者：41 名（申込数） 

研究発表：25 件（うち 1 件キャンセル） 

プログラム：

開催にあたって 9:00〜9:10 

研究発表会  9:10〜11:50 

総 会  13:00〜13:45 

支部賞授賞式  13:45〜14:15 

研究発表会  14:20〜17:10 

2. 研修会等

2.1 講演会

今年の雪速報会 2020－21 

日 時：2021 年 6 月 3 日（木）14:00〜17:10 

場 所：オンライン開催（Zoom） 

主 催：NPO 法人水環境技術研究会 

共 催：（公社）日本雪氷学会北信越支部，（国研）防災科学技術研究所雪氷防災研究セン

ター，（一社）北陸地域づくり協会

参加者：200 名 

プログラム：

開催挨拶：陸旻皎（水環境技術研究会）

第一部：今年の雪の気象学的特徴について  司会：勝島隆史（森林総合研究所）

「北陸地方を中心とした 2020/21 冬の天候と降雪の特徴」：東屋義幸（新潟地方気象台） 

「2020/21 冬季の大雪をもたらした大気循環場の特徴」：本田明治（新潟大学） 

第二部：今年の雪への対応について  司会：吉田あみ（新潟県十日町地域振興局）

「令和 2 年 12 月関越道集中降雪による大規模な車両滞留を振り返って」：久保竜志（東日

本高速道路株式会社新潟支社）

「北陸地方整備局管内の冬期道路交通確保に向けた取り組みについて」：岩崎誠（国土交

通省北陸地方整備局）

「令和 3 年 3 月に発生した糸魚川来海沢地区の融雪地すべり災害」：岡本隆（森林総合研

究所）

「2020/21 冬期における雪おろシグナルの運用」：平島寛行（防災科学技術研究所） 

「屋根雪下ろしのアンカー問題」：木村浩和（NPO 中越防災フロンティア/興和） 

総合討論：瀬戸民枝（新潟県糸魚川地域振興局）
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閉会挨拶：北陸地域づくり協会

第 2 回全国地中熱フォーラム 2021 新潟 

日 時：2021 年 10 月 19 日（火）13:00〜18:00 

場 所：オンライン開催（Zoom） 

共 催：新潟県地中熱利用研究会，NPO 地中熱利用促進協会 

後 援：（公社）日本雪氷学会北信越支部，ほか多数のため省略

プログラム：

第 1 部：開会 

開会挨拶：池野正志（第 2 回全国地中熱フォーラム 2021 新潟 実行委員長） 

祝 辞：花角英世（新潟県知事）

基調講演：「アフターコロナは地域の時代！−これからの企業の在り方−」：伊藤聡子（フリ

ーキャスター/事業創造大学院大学） 

第 2 部：ゼロカーボン，SDGs と地中熱 －脱炭素社会実現に向けた地域での地中熱普及の

役割－

「脱炭素の持続的社会実現に向けて地中熱はどのように貢献できるか」：笹田政克（NPO

地中熱利用促進協会）

「環境省における地球温暖化対策と地中熱利用への取り組み」：坪谷剛（環境省）

「カーボンニュートラルと地中熱」：田中健人（新潟県産業労働部）

「2035 年脱炭素のまち・柏崎市 スタートに向けて」：佐藤徹（柏崎市市民生活部） 

「次世代を担う高校生への地中熱教育」：齋藤浩之（新潟県地中熱利用研究会）

第 3 部：脱炭素社会に向けての再生可能エネルギー熱利用 −成功事例の紹介– 

「雪氷熱の事例，下水熱の事例，地中熱の事例」：上村靖司（長岡技術科学大学）

閉会挨拶（本日の総括）：笹田政克（NPO 地中熱利用促進協会） 

バーチャル展示会による説明会

2021 年度雪と氷の不思議がいっぱい！わくわくオンライン展示講演会 

日 時：2022 年 3 月 27 日（日）13:00〜16:00 

場 所：オンライン開催（Zoom） 

主 催：（公社）日本雪氷学会北信越支部

参加者：35 名 

プログラム：

オープニング

Dr. ナダレンジャーによる講演

オンライン展示講演のメニュー紹介

各種オンライン展示講演

「Dr. ナダレンジャーの科学実験教室 －25 mm の対流圏－」：Dr. ナダレンジャー 

「空の虹色・大気光学現象実験」：藤野丈志（株式会社興和）

「オール百均グッズ版 スマホでばっちり雪結晶の透過光撮影」：加藤正明（長岡市立科学

博物館）
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「雪結晶の立体的な形を見てみよう」：本吉弘岐（防災科学技術研究所）

「熱の透明マント」：堀雅裕（富山大学）

「平松式ペットボトル人工雪発生装置」：富山大学杉浦研究室

「凍ったポカリを飲むと最初が甘いのはどうして？」：富山大学堀研究室

2.2 見学会 

第 26 回雪形ウォッチング 

新型コロナウィルス感染拡大防止のため現地開催中止

主催：国際雪形研究会，（公社）日本雪氷学会北信越支部

2.3 学習会 

第 14 回雪氷防災研究センター・新潟地方気象台合同談話会 

日 時：2021 年 12 月 14 日（火）13:15〜16:00 

場 所：長岡震災アーカイブセンターきおくみらい多目的ホール

共 催：（国研）防災科学技術研究所雪氷防災研究センター，新潟地方気象台，（公社）日

本雪氷学会北信越支部

参加者：15 名 

プログラム：

開催挨拶：上石勲（防災科学技術研究所）

「スキー場を対象とした吹雪由来の雪崩危険度推定の取り組み」：田邊章洋（防災科学技

術研究所）

「南極の地上観測について」：水野太治（新潟地方気象台）

「降雪短時間予報と新潟県における予報特性」：犬飼俊（新潟地方気象台）

「積雪重量分布情報「雪おろシグナル」の改良と応用」：平島寛行（防災科学技術研究所）

「観測所における観測環境区分の策定に関する気象庁の取り組みについて（積雪観測を中

心に）」：蓼沼信三（新潟地方気象台）

閉会挨拶：蓼沼信三（新潟地方気象台）

2.4 講習会 

積雪観測＆雪結晶撮影講習会

日 時：2021 年 12 月 18 日（土）13:00〜15:00 

場 所：オンライン開催（Zoom） 

共 催：（公社）日本雪氷学会北信越支部，（公社）日本雪氷学会関東・中部・西日本支部，

（国研）防災科学技術研究所

参加者：125 名 

プログラム：

「雪結晶で読み解く雲の心」：荒木健太郎（気象研究所）

「雪結晶・積雪粒子撮影法」：藤野丈志（株式会社興和）

「積雪の変化と観測方法」：勝島隆史（森林総合研究所）
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3. 普及・啓発

3.1 支部ホームページの運営（https://www.seppyo.org/hse/）

大会プログラム・予稿集の掲載，および学習会等イベントの広報などの情報を随時更新

3.2 教育普及に関する共催事業 

積雪観測＆雪結晶撮影講習会

日 時：2021 年 12 月 18 日（土）13:00〜15:00 

場 所：オンライン開催（Zoom） 

共 催：（公社）日本雪氷学会北信越支部，（公社）日本雪氷学会関東・中部・西日本支部，

（国研）防災科学技術研究所

参加者：125 名 

プログラム：

「雪結晶で読み解く雲の心」：荒木健太郎（気象研究所）

「雪結晶・積雪粒子撮影法」：藤野丈志（株式会社興和）

「積雪の変化と観測方法」：勝島隆史（森林総合研究所）

4. 2021 年度北信越支部賞の表彰

大沼賞：鈴木博人（東日本旅客鉄道株式会社 JR 東日本研究開発センター 担当部長（防災））

「長期間にわたる鉄道の降積雪量記録の電子媒体化とそれを用いた解析」

雪氷奨励賞：新屋啓文（新潟大学研究推進機構超域学術院 助教）

「雪粒子の挙動に立脚した吹雪・雪崩・泥流の運動メカニズムの解明」

雪氷功労賞：石坂雅昭（防災科学技術研究所 客員研究員）

「日本の降雪と積雪の特徴を究明する先駆的研究の推進と支部運営，雪氷学の啓発・普及

に尽力した功績」

5. 出版事業

5.1 支部機関誌

「雪氷北信越」第 41 号を 7 月に発行した．北信越支部ホームページにて公開． 

6. 管理事項

6.1 北信越支部総会

2021 年 6 月 5 日（土），オンライン開催（Zoom） 

6.2 理事・幹事会議 

第 1 回理事・幹事合同会議：2021 年 5 月 10 日（月）～5 月 16 日（日），文書審議 

第 1 回理事会議：2021 年 6 月 5 日（土），オンライン開催（Zoom） 

第 2 回理事会議：2021 年 6 月 28 日（月）〜7 月 5 日（月），文書審議 

第 2 回理事・幹事合同会議：2021 年 12 月 16 日（木），オンライン開催（Zoom） 
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6.3 顧問・評議員会 

2021 年 12 月 16 日（木），オンライン開催（Zoom）
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2021 年度日本雪氷学会北信越支部収支決算報告 

2021年度予算 2021年度執行 増減

（Ａ） (B) （Ｂ）-（Ａ）

 収 入 265,000 153,451 △ 111,549

会費収入 支部会員費 0 0 0

事業収入 研究発表会収入 35,000 0 △ 35,000

研修会講演会等収入 10,000 0 △ 10,000

出版収入 北信越支部機関誌 10,000 5,560 △ 4,440

雑収入 0 0 0

本部からの繰り入れ 210,000 147,891 △ 62,109

 支 出 265,000 153,451 △ 111,549

事業費 事業費 計 172,000 143,941 △ 28,059

1調査・研究 0 0 0

2研究会研修会 研究発表会 北信越支部大会 70,000 22,002 △ 47,998

研修会等 講演、見学、学習会 2,000 0 △ 2,000

普及・啓発 教育普及事業 25,000 31,550 6,550

褒賞 北信越支部褒賞費 25,000 35,780 10,780

3出版事業 支部機関誌 北信越支部機関誌 50,000 54,609 4,609

その他出版 0 0 0

管理費 管理費 計 93,000 9,510 △ 83,490

事務局費 8,000 6,050 △ 1,950

会議費 85,000 3,460 △ 81,540

支払手数料 0 0 0

役員選挙費 0 0 0

雑費 0 0 0
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2022 年度日本雪氷学会北信越支部事業計画 

事業分類 事業小分類 事　業　名 担　当

 1 調査・研究 調　査

研　究

 2 研究会研修会 研究発表会 北信越支部　研究発表会・製品発表検討会の開催（長岡市またはオンライン） 北信越支部

研修会等 北信越支部　講演会の開催（２回） 北信越支部

北信越支部　見学会の開催（１回） 北信越支部

北信越支部　学習会の開催（３回） 北信越支部

北信越支部　積雪観測講習会の開催（１回） 北信越支部

普及・啓発 北信越支部　ホームページの運営 北信越支部

北信越支部　教育普及に関する事業の開催（２回） 北信越支部

褒　賞 2022年度北信越支部賞の表彰 北信越支部

 3 出版事業 学会誌

支部等機関誌 北信越支部　機関誌「雪氷北信越」42号の刊行 北信越支部

 4 その他 管理事項 北信越支部　支部総会の開催 北信越支部

北信越支部　理事・幹事合同会議の開催 北信越支部

北信越支部　顧問・評議委員会の開催 北信越支部
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2022 年度日本雪氷学会北信越支部予算計画 

2021年度予算 2022年度予算 増減

（Ａ） (B) （Ｂ）-（Ａ）

 収 入 265,000 288,000 23,000

会費収入 支部会員費 0 0 0

事業収入 研究発表会収入 35,000 35,000 0

研修会講演会等収入 10,000 10,000 0

出版収入 北信越支部機関誌 10,000 10,000 0

雑収入 0 0 0

本部からの繰り入れ 210,000 233,000 23,000

 支 出 265,000 288,000 23,000

事業費 事業費 計 172,000 195,000 23,000

1調査・研究 0 0 0

2研究会研修会 研究発表会 北信越支部大会 70,000 70,000 0

研修会等 講演、見学、学習会 2,000 25,000 23,000

普及・啓発 教育普及事業 25,000 25,000 0

褒賞 北信越支部褒賞費 25,000 25,000 0

3出版事業 支部機関誌 北信越支部機関誌 50,000 50,000 0

その他出版 0 0 0

管理費 管理費 計 93,000 93,000 0

事務局費 8,000 8,000 0

会議費 85,000 85,000 0

支払手数料 0 0 0

役員選挙費 0 0 0

雑費 0 0 0
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公益社団法人日本雪氷学会北信越支部 支部規程施行内規

第1条 本支部は，公益社団法人日本雪氷学会支部規程第1条に基づき，公益社団法人日本雪氷学会北信越

支部と称する． 

第2条 本内規は，支部規程第 2 条 2 項に基づき，本支部における支部規程の施行に必要な事項を定める

ものである． 

第3条 本支部の会員は，北信越地方（新潟県，長野県，富山県，石川県，福井県）に在住する公益社団法

人日本雪氷学会の会員とする．また，他支部に所属する会員であっても，本支部に所属することを

希望する場合は，重複所属することを妨げない． 

第4条 本支部に次の役員をおく． 

支部長 1名 

副支部長  若干名 

支部顧問  若干名 

支部評議員 若干名 

支部理事  若干名（副支部長，幹事長を含む） 

支部監事  2名 

支部幹事  若干名 

第5条 支部長は，支部からの推薦に基づき，定款施行細則第28条により，定款第20条に定める理事の中

から理事会において選出する． 

第6条 副支部長，支部理事および支部監事は支部総会において，支部会員の中から選任する． 

第7条 支部の幹事長は支部理事の中から支部長が委嘱する．支部幹事は支部会員の中から支部長が委嘱

する． 

第8条 支部長は本支部を代表しその会務を総理する． 

第9条 副支部長は支部長に事故ある場合，その職務を代行する． 

第10条 支部理事会は支部長，副支部長，支部理事で構成され，支部会務執行に必要な協議を行う．支部理

事会の議長は支部長とする． 

第11条 支部監事は支部の事業ならびに会計を監査する． 

第12条 支部幹事会は幹事長，幹事で構成され，支部長の命を受けて支部事業の企画及び会計ならびにその

他の会務を処理する． 

第13条 支部長の任期は 2 年とする．ただし連続する 2 期を超えて在任することはできない．支部長を除

く役員の任期は2年とする．ただし再任を妨げない．その他は定款第24条の定めるところによる． 

第14条 支部顧問および支部評議員は支部理事会の議決を経て支部長がこれを委嘱する．支部顧問及び支

部評議員は本支部の発展に寄与するものとする． 

第15条 本支部は毎年１回定時総会を開くほか必要に応じ臨時総会を開く． 

第16条 総会においては下記事項の承認を受けなればならない． 

事業報告・収支決算報告 

事業計画・予算案 

役員の決定 

支部規程施行内規の変更 

その他重要な事項 

第17条 本支部の事業年度は毎年4月より翌年3月までとする． 

附 則 

本内規は2013年5月11日より施行する．
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公益社団法人日本雪氷学会北信越支部 表彰規程

１． 本規程は，主として北信越地方において雪氷に関し下記の貢献をした者を表彰することを

目的とする．

２． 支部長は，受賞者を選定するために受賞候補者選定委員会（以降，委員会という）を設け

る．

３． 委員会は，数名をもって組織し，支部長が会員の中からこれを委嘱する．

４． 支部長は，毎年会員に下記の賞に該当する候補者の推薦を求める．

（１）雪氷技術賞：克雪・利雪など雪氷に関する新しい技術を確立したものに贈る．

（２）大沼賞：長年にわたる観測データの集録など，雪氷に関する地道な貢献を行ったも

の，もしくは雪氷研究に関して斬新なアイデアを生みだしたものに贈る．

（３）雪氷奨励賞：雪氷学の研究に顕著な成果をあげ，今後の発展を奨励することが適当

と考えられるものに贈る．

（４）雪氷功労賞：支部の発展に著しい貢献をしたものに贈る．

ここで，雪氷技術賞，大沼賞の受賞者は本規程の趣旨に添う者であれば，会員・非会員を

問わないものとする．

雪氷奨励賞と雪氷功労賞の受賞者は会員に限るものとする．

５． 候補者の推薦は，下記の項目を記載した書類を支部事務局に提出するものとし，その締め

切りを毎年 3 月 15 日とする． 

（１）雪氷技術賞，大沼賞，雪氷奨励賞，雪氷功労賞の区別

（２）推薦者の氏名，所属，職名

（３）受賞候補者の氏名（または団体名），所属，職名．

（４）推薦理由書（○○○の功績，などの受賞表題を挙げ，800 字ほどにまとめたもの）．

（５）上記の理由書を証明する関係書類があれば添付する．

６． 委員会は，推薦書類を検討し，その年の受賞者を項目ごとに 1～2 件選定し，支部長に報告

する．受賞者は，支部理事会の承認を得て決定する．

７． 各賞は賞状とし，支部定時総会においてこれを贈呈する．

附 則

本規程は 2013 年 5 月 11 日より施行する． 

本規程は 2018 年 6 月 2 日に改正する． 
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2021−22 年度 公益社団法人日本雪氷学会北信越支部 役員 
（∗ 本部理事）

支部長

河島克久* 新潟大学災害・復興科学研究所所長・教授

副支部長

杉浦幸之助 富山大学学術研究部都市デザイン学系教授

竹内由香里 森林総合研究所十日町試験地長

支部顧問

花角英世 新潟県知事

新田八朗 富山県知事

大塚昇一 小千谷市長

関口芳史 十日町市長

宮元 陸 加賀市長

梅村晃由 長岡技術科学大学名誉教授

神田健三 中谷宇吉郎雪の科学館顧問

和田 惇 元北陸建設弘済会理事長

支部評議員

小岩徹郎 新潟県知事政策局長

出来田肇 富山県生活環境文化部長

高橋英樹 小千谷市建設課長

吉田健一 十日町市建設部長

古川義純 中谷宇吉郎雪の科学館館長

池野正志 （株）興和代表取締役社長/新潟県融雪技術協会会長 

石坂雅昭 防災科学技術研究所客員研究員

和泉 薫 新潟大学名誉教授

遠藤八十一 国際雪形研究会代表/元森林総合研究所十日町試験地主任 

川田邦夫 雪環境研究塾塾長/富山大学名誉教授 

佐藤和秀 長岡工業高等専門学校名誉教授

新屋 輝 北陸電力送配電（株）電力流通部送電チーム統括課長

鈴木啓助 信州大学名誉教授・特任教授/大町山岳博物館館長 

竹井 巌 元北陸大学薬学基礎教育センター教授

古川大助 （株）アルゴス代表取締役

町田 誠 町田建設（株）代表取締役

丸山敏介 新潟電機（株）代表取締役

横山宏太郎 元中央農業総合研究センター

支部理事

勝島隆史* 森林総合研究所十日町試験地主任研究員

上石 勲 防災科学技術研究所雪氷防災研究センター特任参事

上村靖司* 長岡技術科学大学機械創造工学専攻教授

熊倉俊郎 長岡技術科学大学環境社会基盤工学専攻准教授
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齋藤隆幸 （株）スノーテック新潟代表取締役

島田 亙 富山大学学術研究部理学系准教授

瀬戸民枝 新潟県魚沼地域振興局地域整備部部長

中井専人 防災科学技術研究所雪氷防災研究センター総括主任研究員

堀 雅裕 富山大学学術研究部都市デザイン学系教授

本田明治 新潟大学理学部教授

本吉弘岐* 防災科学技術研究所雪氷防災研究センター主任研究員

松元高峰* 新潟大学災害・復興科学研究所特任准教授

山口 悟* 防災科学技術研究所雪氷防災研究センター総括主任研究員

山田忠幸 山田技研株式会社代表取締役

渡辺幸一 富山県立大学工学部教授

支部監事

飯田 肇 立山カルデラ砂防博物館学芸課長

長峰 聡 元新潟地方気象台観測予報グループ

支部幹事長

本吉弘岐* 防災科学技術研究所雪氷防災研究センター主任研究員

支部幹事 1)庶務，2)会計，3)雪氷北信越編集，4)支部だより，5)HP の各担当者

伊藤陽一 3) 防災科学技術研究所雪氷防災研究センター主幹研究員

小川克昌 （有）アサップ代表取締役

加藤 務 テクノかとう代表

加藤正明 長岡市立科学博物館学芸員

木戸瑞佳 富山県環境科学センター副主幹研究員

佐々木明彦 国士舘大学文学部准教授

杉原幸信 長岡技術科学大学機械創造工学専攻助教

砂子宗次朗 防災科学技術研究所雪氷防災研究センター研究員

新屋啓文 1) 新潟大学災害・復興科学研究所准教授

浜田 崇 2) 長野県環境保全研究所自然環境部主任研究員

平島寛行 5) 防災科学技術研究所雪氷防災研究センター主任研究員

福井幸太郎 立山カルデラ砂防博物館主任学芸員

藤野丈志 （株）興和水工部技師長

藤本明宏 福井大学学術研究院工学系部門准教授

町田 敬 4) 町田建設（株）取締役

皆巳幸也 石川県立大学生物資源環境学部准教授

村井昭夫 石川県立大学客員研究員

吉田あみ 新潟県十日町地域振興局地域整備部治水課主任
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特別会員（5）

 富  山  県 930-8501 富山市新総曲輪1-7 生活環境文化部県民生活課
水雪土地対策班

 新  潟  県 950-0965 新潟市中央区新光町4-1 総務管理部地域政策課雪対策室

 小  千  谷  市 947-8501 小千谷市城内2-7-5 建設課

 加  賀  市 922-0411 加賀市潮津町イ106番地 中谷宇吉郎雪の科学館

 十  日  町  市 948-8501 十日町市千歳町3-3 建設課

賛助会員（11）

 （株）アルゴス 944-0009 妙高市東陽町1-1

 （有）アサップ 944-0005 妙高市中川3-5

 （株）興和 950-8565 新潟市中央区新光町6-1

 （株）上越観光開発 949-6431 南魚沼市樺野沢112-1

 セキド新潟上越（株）フォトオフィスオーツー 943-0171 上越市藤野新田336-1

 長岡舗道（株） 940-2115 長岡市下山町651-1

 新潟電機（株） 940-1101 長岡市沢田1-3535-41

 （株）ネクスコ・エンジニアリング新潟 950-0916 新潟市中央区米山5-1-35

 北陸電力送配電（株） 930-8686 富山市牛島町15-1

 （株）星野工業 946-0024 魚沼市中原65-1

 町田建設（株） 949-6407 南魚沼市島新田374

購読会員（12）

 石川県林業試験場 920-2114 白山市三宮町ホ1

 国土交通省北陸地方整備局 950-8801 新潟市中央区美咲町1-1-1

 国土交通省北陸地方整備局  北陸技術事務所 950-1101 新潟市西区山田2310-5

 清明堂書店 930-0083 富山市総曲輪3-2-24

 富山県農林水産総合技術センター  森林研究所 930-1362 中新川郡立山町吉峰3番地

 長野県林業総合センター 399-0711 塩尻市大字片丘字狐久保5739

 新潟県森林研究所 958-0264 村上市鵜渡路2249-5

 新潟大学  学術情報部 950-2181 新潟市西区五十嵐二の町8050

 福井工業大学  図書館 910-8505 福井市学園3-6-1

 福井雪技術研究会 910-8507 福井市文京3-9-1
福井大学学術研究工学系部門

 （国研）防災科学技術研究所  雪氷防災研究センター 940-0821 長岡市栖吉町前山187-16

 （株）北国書林  外商部 921-8112 金沢市長坂2-12-16
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